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News & Types: ビジネス移民法ニュース

飲酒運転(DUI)の記録に基づくビザの取り消
し
9/24/2026

By: 増田 美雪

Practices: 移民法

近年、世界各地の米国大使館・領事館において、10年以上前のものを含む飲酒運転（DUI）の記録を理由にビ

ザが取り消される事例が発生しています。その中には、DUIの経歴を申告済みの上で、過去にビザが発給され

ていたケースも含まれます。ビザが取り消しとなった場合、ビザ保持者には通常、ビザを発給した大使館・領

事館から電子メールで通知が届きます。よく見られる取り消し通知メールの内容は以下の通りとなります。

From [email address from state.gov]
Dear U.S. Visa Holder,

Please be advised that your U.S. visa has been PRUDENTIALLY REVOKED under section 221(i) of the 
Immigration and Nationality Act by the U.S. Department of State on [Date of Revocation]. This action is 
based on the fact that after visa issuance, information has come to light indicating that you may be 
inadmissible to the United States and ineligible for your visa. If you are still physically present in the 
United States at this time, the visa revocation will become effective upon your departure from the United 
States. If you are not physically present in the United States at this time, the visa revocation is effective 
on the date the visa was revoked. The Bureau of Consular Affairs Visa Office has alerted the 
Department of Homeland Security’s Immigration and Customs Enforcement about the visa revocation.

As soon as you depart the United States, you must personally present your passport to the U.S. 
embassy or consulate which issued your visa so your visa can be physically cancelled.

Sincerely,
U.S. [Consular Post]
Consular Section
United States of America

国務省（DOS）の『外交業務マニュアル（Foreign Affairs Manual: FAM）』によると、Prudential revocation

（予防的取り消し）とは、ビザ発給後に、ビザ保持者が入国不適格または受給資格がない可能性を示す情報が

判明した際に行われる、非移民ビザの裁量的な取り消し措置とされています。DUIに関連して、FAMは、国土

安全保障省のデータベースに過去5年以内のDUIによる逮捕または有罪判決の記録がある場合、この取り消し

措置を行うことを明確に許可しています。DUIの記録が5年以上前の場合でも、他の米国政府機関から否定的

な情報が提供された場合は、国務省はこの取り消し措置を行うことができます。



© 2026 Masuda, Funai, Eifert & Mitchell, Ltd. All rights reserved. 本書は、特定の事実や状況に関する法務アドバイスまたは法的見解に代

わるものではありません。本書に含まれる内容は、情報の提供を目的としたものです。かかる情報を利用なさる場合は、弁護士にご相

談の上、アドバイスに従ってください。本書は、広告物とみなされることもあります。

Prudential revocationは、渡航文書としてのビザスタンプ（査証）を無効にするものですが、それ自体によっ

て、米国滞在中の個人の在留資格が直ちに無効となるわけではありません。ただし、米国外へ渡航した後に米

国へ再入国する際には、米国の在外公館で新たなビザを申請・取得する必要があります。さらに、以前ビザ免

除プログラム（ESTA）の利用資格を有していても、ビザが取り消された場合には、同制度の利用が不可能と

なります。飲酒運転（DUI）の経歴がある申請者は、専門医による診察・評価を求められることが多く、その

結果、ビザの発給までに数ヶ月を要する場合があります。取り消しの通知を受けた場合は、自身の在留資格、

再入国に伴うリスク、および新たなビザ申請に向けた計画について、速やかに検討・確認されることをお勧め

します。

Follow us on LinkedIn for additional Legal Updates.
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